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▼
平
和
講
演
会
〜
私
が
今
伝

え
ら
れ
る
こ
と

　
12
月
５
日
13
時
半
、
葉
山

町
福
祉
文
化
会
館
。
広
島
爆

心
地
近
く
で
被
爆
し
た
葉
山

町
在
住
の
赤
澤
達
海
さ
ん

（
94
）
の
講
演
。無
料
。
葉
山

町
政
策
課
☎
０
４
６
・
８
７

「
羽
衣
」
金
春
安
明
師
、
仕

舞
「
鍾

し
ょ
う 

馗き

」
山
井
綱
雄
師
。

鎌
倉
市
観
光
協
会
☎
23
・
３

０
５
０

▼
平
和
の
つ
ど
い
上
映
会

「
マ
ン
デ
ラ
の
名
も
な
き
看
守
」

　
１
月
10
日
13
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
南
ア

の
政
治
活
動
家
と
彼
と
の
出

会
い
に
よ
り
社
会
を
見
つ
め

直
す
白
人
看
守
の
交
流
を
描

　ジェマ、14 歳。アメリカン
ショートヘアのミックス。人
懐っこく気まぐれ。お魚が大好
物です。夏はお散歩、冬はお昼
寝をして過ごすのが好きです。
　　　鎌倉市笛田　渡辺さん方

　
12
月
23
日
15
時
、
逗
子
文

化
プ
ラ
ザ
。
鎌
倉
在
住
の
ソ

プ
ラ
ノ
澤
田
エ
リ
ザ
さ
ん
と

２
０
１
９
年
日
本
シ
ョ
パ
ン

コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
の
ピ
ア
ニ

ス
ト
伊
藤
順
一
さ
ん
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
。シ
ョ
パ
ン「
別

れ
の
曲
」、
小
林
秀
雄
「
落

葉
松
」
な
ど
。
３
千
円
、
ペ

ア
５
千
円
。
湘
南
ク
ラ
シ
ッ

ク
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
パ
ラ
ダ
イ

ス
☎
24
・
５
６
９
５

▼
ふ
た
つ
の
世
界

音
楽
の
た
め
の
打
楽
器
と
、

打
楽
器
の
た
め
の
音
楽

　
1
月
14
日
19
時
半
、
15
日

19
時
、
逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
。

逗
子
出
身
の
齋
藤
梨
々
子
さ

ん
と
、
吉
田
開
さ
ん
の
打
楽

器
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
。
ゴ

ル
ト
ベ
ル
ク
変
奏
曲
Ｂ
Ｗ
Ｖ

９
８
８
な
ど
。
３
千
円
。
☎

０
７
０
・
２
６
３
３
・
５
７
４

３  LINE ID:@186ff eho

▼
か
ま
・
ク
リ
　
鎌
倉
か
ら

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス

　
12
月
25
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
音

楽
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ピ
ア
ノ
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、

チ
ェ
ロ
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
。
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
組
曲
「
く
る
み
割
り
人

形
」
よ
り
「
花
の
ワ
ル
ツ
」、

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
「
ヴ
ォ
カ

リ
ー
ズ
」
な
ど
。
１
５
０
０

円
。
村
田
方
☎
０
９
０
・
２

２
０
７
・
０
０
３
１

▼
「
生
誕
１
０
０
年
激
動
の

時
代
を
生
き
た
２
人
の
女
優

―
原
節
子
と
山
口
淑
子
」
展

　
12
月
13
日
ま
で
川
喜
多
映

画
記
念
館
。
４
百
円
。

　
▽
上
映
会
２
・
４
・
６
日
10

時
半
、
３
・
５
日
14
時
「
モ

ン
パ
ル
ナ
ス
の
灯
」。２
・
４
・

６
日
14
時
、
３
・
５
日
10
時

半
「
灰
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」。

８
・
10
・
12
日
10
時
半
、
９
・

11
・
13
日
14
時「
め
し
」。
８
・

10
・
12
日
14
時
９
・
11
・
13

日
10
時
半
「
山
の
音
」。
各

千
円
、中
学
生
以
下
５
百
円
。

☎
23
・
２
５
０
０

▼
「
は
な
や
ぐ
春
、
よ
ろ
こ

ぶ
春
―
明
治
・
大
正
・
昭
和

の
正
月
」
展

　
12
月
４
日
〜
１
月
11
日
鏑

木
清
方
記
念
美
術
館
。
清
方

が
親
し
み
描
い
た
明
治
か
ら

昭
和
の
正
月
風
景
や
押
絵
羽

子
板「
明
治
風
俗
十
二
ヶ
月
」

を
展
示
。
２
百
円
。
☎
23
・

６
４
０
５

▼
「
秘
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

よ
る
美
の
競
演
」
展

　
1
月
31
日
ま
で
山
口
蓬
春

記
念
館
。
蓬
春
作
品
と
親
交

が
あ
っ
た
巨
匠
ら
の
作
品
の

展
示
と
蓬
莱
と
の
絆
を
表
す

言
葉
を
展
観
。
山
口
蓬
莱

「
緑
庭
」、
平
山
郁
夫
「
香
河

畔
古
都
フ
エ
ベ
ト
ナ
ム
」
な

ど
。
６
百
円
。
☎
０
４
６
・

８
７
５
・
６
０
９
４

▼
「
東
ア
ジ
ア
　
仏
教
へ
の

扉
」
展

　
12
月
４
日
〜
１
月
31
日
県

立
金
沢
文
庫
。
称
名
寺
の
名

品
を
と
お
し
て
仏
教
の
様
子

を
一
望
し
、
同
館
の
収
蔵
品

の
魅
力
を
紹
介
す
る
。
運
慶

作
・
大
威
徳
明
王
像
な
ど
。

▽
特
別
講
座
「
二
代
目
文
庫

長
　
熊
原
政
男
の
仕
事
」
12

月
19
日
13
時
半
、
講
師
は
千

葉
大
学
名
誉
教
授
・
佐
藤
博

信
さ
ん
ら
。

▽
座
談
会
「
国
宝
へ
の
道
―

聖
教
調
査
員
、奮
闘
の
日
々
」

12
月
20
日
13
時
半
、
講
師
は

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
特

任
研
究
員
・
赤
塚
祐
道
氏
ら
。

各
無
料
。
要
申
込
。
☎
０
４

５
・
７
０
１
・
９
０
６
９

▼
あ
ー
す
ぷ
ら
ざ
の
催
し

▽
「
カ
テ
ィ
ン
の
森
事
件
〜

２
万
２
千
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
将
校
の
行
方
」
展
　
３
月

21
日
ま
で
。
本
郷
台
の
あ
ー

す
ぷ
ら
ざ
。
第
二
次
世
界
大

戦
中
に
起
こ
っ
た
事
件
の
真

相
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
。

４
百
円
。
▽
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
２
０
２
０
　
ミ
ニ
野
外

シ
ア
タ
ー
　
12
月
５
日
17

時
。
映
画
「
ニ
ジ
ェ
ー
ル
物

語
」
と
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
り

を
楽
し
む
。
無
料
。
☎
０
４

５
・
８
９
６
・
２
１
２
１

▼
「
生
誕
１
０
０
年
　
金
達

寿
」
展

　
12
月
12
日
〜
３
月
14
日
神

奈
川
近
代
文
学
館
。
日
本
人

と
朝
鮮
人
の
相
互
理
解
を
希

求
し
た
生
涯
と
作
品
を
「
金

達
寿
文
庫
」
資
料
を
中
心
に

紹
介
。
２
６
０
円
。
▽
記
念

上
映
会
『
神
々
の
履
歴
書
』

２
月
20
日
13
時
半
、
８
百
円
、

前
売
６
百
円
。
☎
０
４
５
・

６
２
２
・
６
６
６
６

▼
第
62
回
鎌
倉
薪
能

　
12
月
15
日
12
時
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
無
料
配
信
。
10
月
15

日
配
信
予
定
だ
っ
た
鎌
倉
宮

拝
殿
の
公
演
の
配
信
。
素

謡
「
翁
」金
春
憲
和
師
、
仕
舞

６ 

・
１
１
１
１

▼
楽
し
く
学
び
自
分
み
が
き

　
栄
養
を
意
識
し
ま
専
科

　
12
月
６
日
９
時
半
、
逗
子

文
化
プ
ラ
ザ
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
。
健
や
か
な
サ
ー
ド
エ

イ
ジ
と
食
を
楽
し
む
コ
ツ
を

学
ぶ
。
講
師
は
食
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
澤
木
和
代
さ
ん
。
要

申
込
。
市
社
会
教
育
課
☎
０

４
６
・
８
７
３
・
１
１
１
１

●
ペ
ッ
ト
の
写
真
募
集
！

掲
載
後
、
そ
の
写
真
を
カ
レ
ン

ダ
ー
に
し
て
進
呈
し
ま
す
。
住

所
・
氏
名
・
☎
を
明
記
、１
面

題
字
下
住
所
の
鎌
倉
朝
日
へ
。

●
鎌
倉
・
大
町
商
店
会
あ

り
が
と
う
セ
ー
ル
三
角
く

じ
（
1
万
円
〜
百
円
）
12
月

10
〜
24
日
。

●
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

パ
ン
ジ
ー
ビ
オ
ラ
展
12
月
１

日
〜
２
月
７
日

▽
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
デ
ュ
オ

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
12

月
６
日
11
時
・
14
時
。
▽
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
ム
ー
サ
」
12
月
20
日
14
時
・

17
時
。
各
無
料
。
入
園
料
４
百

円
☎
46
・
２
１
８
８

●
鎌
倉
市
公
園
協
会
の
催
し

▽
冬
の
野
鳥
＆
巣
箱
の
掃
除

観
察
会
　
12
月
20
日
13
時
半
。

▽
ミ
ニ
園
芸
教
室
　
12
月
５
・

６
・
13
・
19
・
20
・27
日
10
時
半
。

い
ず
れ
も
鎌
倉
中
央
公
園
。
無

料
。要
申
込
。☎
45
・
２
７
５
０

●
聞
こ
う
！
知
ろ
う
！
福

祉
の
し
ご
と
　
12
月
16
日

13
時
半
、
か
な
が
わ
県
民
セ

ン
タ
ー（
横
浜
駅
そ
ば
）
ま
た

は
オ
ン
ラ
イ
ン
。
無
料
。
要
申

込
。
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
☎
０
４
５
・
３
１
２ 

・

４
８
１
６

我
が
庭
の
鉢
に
産
ま
れ
て
育
ち
ゆ
く
金
魚
十
匹
世
界
を
知
ら
ず
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

　
広
い
世
界
を
知
ら
ず
に
育
つ
金
魚
に
思
い
を
寄
せ
て
い
る
。

月
明
か
り
に
す
ん
な
り
と
立
つ
薄
の
穂
夜
目
に
も
白
く
輝
き
て
見

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

　
情
景
描
写
が
優
れ
て
い
て
鮮
明
に
景
が
浮
か
ぶ
。

リ
モ
ー
ト
に
会
話
は
続
く
同
窓
会
花
咲
く
よ
う
に
古
稀
す
ぎ
て
か

ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笛
田
　
入
野
　
裕
江

　
こ
の
頃
の
同
窓
会
の
様
子
が
描
か
れ
て
居
り
五
句
が
効
果
的
。

冬
の
月
さ
が
み
の
海
面
を
浮
き
沈
み
い
づ
こ
へ
ゆ
く
か
わ
が
想
ひ

乗
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
堂
　
柳
　
　
蒼
柳

太
陽
族
の
多
く
は
鬼
籍
に
入
り
た
る
が
初
老
の
サ
ー
フ
ァ
ー
湘
南

に
集
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
船
　
小
笹
岐
美
子

月
に
添
ひ
お
伽
噺
を
語
る
が
に
火
星
は
赤
き
光
を
放
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

潮
の
香
の
流
る
る
浜
に
富
士
仰
ぐ
妹
の
背
丸
し
七
十
路
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
　
　
純

ど
の
よ
う
な
過
去
が
あ
っ
て
も
今
わ
れ
は
老
人
ホ
ー
ム
に
そ
の
先

を
待
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

う
れ
し
い
時
も
さ
び
し
い
時
も
空
を
見
る
秋
空
の
青
　
雲
の
造
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
ガ
谷
　
鈴
木
　
久
子

ひ
と
と
こ
ろ
手
垢
の
つ
き
し
夏
の
れ
ん
鴨
居
に
ゆ
れ
る
秋
日
さ
す

部
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

冬
の
空
今
日
は
カ
ラ
リ
と
晴
れ
わ
た
る
犬
の
散
歩
は
マ
ス
ク
を
つ

け
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
材
木
座
　
有
野
裕
美
子

六
階
の
病
室
の
窓
ゆ
眺
め
を
り
二
羽
の
烏
が
追
ひ
つ
追
は
れ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
田
辺
　
純
子

〈
天
〉
空
青
し
続
く
と
ん
ぼ
の
道
案
内
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

　
秋
の
日
和
の
よ
い
一
日
が
思
い
描
か
れ
て
い
た
。
ト
ン
ボ
は

道
案
内
の
つ
も
り
は
な
い
が
、
有
難
く
思
わ
れ
て
楽
し
い
一
句
。

〈
地
〉
赤
ま
ん
ま
摘
み
と
ら
れ
て
は
置
き
ざ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　 

　
　 

藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

一
生
懸
命
咲
い
て
和
ま
せ
て
く
れ
る
。
中
七
下
五
が
的
確
。

〈
人
〉
秋
惜
し
む
フ
リ
ー
切
符
の
小
旅
行 

山
ノ
内
　
高
橋 

　  

仁

　
こ
の
と
こ
ろ
な
か
な
か
旅
行
も
い
け
な
い
が
、
小
旅
行
は
大
丈

夫
。
そ
れ
も
フ
リ
ー
切
符
。
秋
惜
し
む
が
共
有
で
き
た
作
品
。

箱
根
路
の
芒
が
原
の
人
の
波
　
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

　
人
の
波
を
発
見
し
た
の
が
面
白
い
。
芒
と
の
関
わ
り
が
成
功
。

秋
の
潮
満
ち
て
歩
け
ぬ
波
の
き
わ
　
　
　
材
木
座
　
有
野
　
冬
花

　
そ
の
場
の
空
気
感
が
伝
わ
っ
て
こ
そ
読
み
手
の
心
も
動
く
。

独
り
居
に
慣
れ
る
ほ
か
な
し
小
鳥
く
る
　
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

　
独
り
居
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
作
者
を
癒
す
か
の
よ
う
に
小
鳥
が

来
た
。
日
本
に
飛
来
し
た
ば
か
り
と
も
と
れ
る
大
き
な
一
句
。

し
と
し
と
と
時
雨
の
中
で
吟
行
す
　
　
　
　
岡
本
　
森
田
　
　
孝

龍
の
玉
坂
を
こ
ろ
が
り
そ
れ
っ
き
り
　
　
藤
沢
市
　
一
色
千
穂
子

後
れ
蚊
や
歩
み
の
遅
き
わ
れ
に
つ
く
　
　
　
腰
越
　
大
川
　
昭
子

体
重
計
忖
度
な
し
に
肥
ゆ
る
秋
　
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

秋
日
和
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
外
歩
き
　
　
　
　
今
泉
　
小
林
刀
羊
子

銭
洗
ふ
小
枠
な
小
紋
冬
灯
　
　
　
　
　
　
　
　
台
　
魚
住
　
藤
明

仮
り
の
世
と
人
は
言
い
継
ぐ
秋
深
し
　
　
　
笛
田
　
上
田
　
満
喜

跨
線
橋
つ
る
べ
落
し
に
眼
を
射
ら
れ
　
　
　
城
廻
　
小
美
野
京
子

天
高
し
打
ち
し
ボ
ー
ル
の
消
え
に
け
り
　
材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

板
塀
の
隙
間
飾
っ
て
寒
椿
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
　
　
純

浜
お
も
と
北
限
の
実
を
結
び
け
り
　
　
　
逗
子
市
　
塩
谷
あ
い
子

月
天
心
そ
の
全
き
に
手
を
合
わ
す
　
　
　
藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

秋
深
し
寄
木
細
工
の
皿
の
艶
　
　
　
　
　
　
植
木
　
風
見
　
玲
子

吾
輩
は
体
調
不
良
大
根
食
ぶ
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
増
田
　
重
雄

　
12
月
13
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
１
９
９

４
年
の
鎌
倉
風
致
保
存
会
の

創
立
時
か
ら
開
催
。
地
球
環

境
の
悪
化
と
コ
ロ
ナ
禍
で
、

世
界
の
自
然
の
現
状
を
解
説

し
、
映
像
で
紹
介
す
る
。
各

国
の
音
楽
を
演
奏
し
世
界
を

巡
る
。
ソ
プ
ラ
ノ
・
村
田
望

さ
ん
、
ピ
ア
ノ
・
大
橋
葉
月

さ
ん
、
テ
ノ
ー
ル
・
小
嶋
陽

太
さ
ん
ら
の
「
パ
リ
の
空
の

下
」、「
枯
葉
」
な
ど
。
　
　

　
２
５
０
０
円
。
鎌
倉
を
愛

す
る
音
楽
の
仲
間
☎
０
９
０

・
２
２
０
７
・
０
０
３
１

▼長谷寺ライトアップ
　～ 12 月 20 日、日没～ 18 時半。拝観料 400 円。
☎ 22・6300
▼江ノ電江ノ島駅イルミネーション
　～ 3 月 7 日、16 時半～ 22 時。江ノ島電鉄☎
0466・24・2713
▼湘南江ノ島駅イルミネーション
　～3月7日、16～ 24時。湘南江の島駅５Ｆルーフ
テラス。湘南モノレール☎ 45・3181
▼湘南の宝石 （江の島島内各所。サムエル・コッキング苑、
岩屋は入場料別）　～1月11日、17～20時。1月12日
～3月7日、17時半～20時。☎ 0466・25・3525
▼新江ノ島水族館
　～ 3月 7日。開館～ 21時。☎ 0466・29・9960
▼あーすぷらざキャンドルナイト（JR本郷台駅そば）
　12月5日17時～19時半。野外シアターも。あー
すぷらざ 1F。☎ 045・896・2121
▼八景島シーパラダイス
　冬季期間。ナイトショー（土日のみ）、島内のライト
アップ。16時～閉園。
横浜・八景島シーパラダイス☎ 045・788・8888
▼テラスモール湘南（JR 辻堂駅）
　～12月 25日、17～ 23時。☎ 0466・38・1000

冬を彩るイルミネーション

鎌
倉
を
愛
す
る
音
楽
仲
間
に
よ
る

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト

「
世
界
の
自
然
は
今
」

伊藤順一さん 澤田エリザさん齋藤梨々子さん

く
。
コ
ロ

ナ
禍
で
謂

れ
の
な
い

差
別
が
起

こ
る
現
代

社
会
を

平
和
の

観
点
か

ら
見
直

す
。
５
百

円
（
前
売

の
み
）。
市

文
化
人
権

課
☎
61
・

３
８
７
０

▼
楽
し
い
☆
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト

生命のリアリズム
珠玉の日本画

県立近代美術館　葉山
☎046･875･2800
鎌倉文学館
☎23･3911

近・現代の日本画。丸
木スマ、堀文子など

～12/20
1200 円

川端康成 美しい
日本

作品や愛蔵品の展示。文学
講座や配信イベントも。

～ 12/23
500 円

鏑木清方記念美術館
☎23･6405

はなやぐ春、よろこぶ春
―明治・大正・昭和の正月

正月の風景を描いた
作品や羽子板を紹介

12/4 ～ 1/11
200 円

鎌倉市川喜多映画記念館
☎23･2500

生誕 100 年　原節
子と山口淑子

激動の時代を生きた二
人の女優を振り返る

～ 12/13
400 円

鎌倉歴史文化交流館
☎73･8501

戦国時代の鎌倉－もと
の都に成してこそみめ

鎌倉の基礎を知る出
土品や古文書の展示

12/5 ～ 2/13
300 円

鎌倉文華館 鶴岡ミュー
ジアム☎55・9030

鶴岡八幡宮と文士
たち

鎌倉文士たちの交流や
鎌倉との関りを紹介

～ 1/31
600 円

観音ミュージアム
☎22･6100

藤岡牧夫と長谷寺子
ども忍者の世界展

子ども忍者が長谷寺で遊
ぶ様子を表現した作品展

～ 12/20
300 円

北鎌倉古民家ミュージアム
☎25･5641

絣展 国内外の絣、約100
点を展示

～ 1/11
500 円

北鎌倉葉祥明美術館
☎24･4860

マザーグースのうたⅢ 世界の名作絵本シ
リーズの原画展

～1/29
600 円

県立金沢文庫
☎045･701･9069

東アジア仏教への扉 称名寺の名品の数々から
東アジア仏教を一望する

12/4 ～ 1/31
400 円

山口蓬春記念館
☎046･875･6094

秘蔵コレクション
による美の競演

蓬春作品と親交のあった
画家たちの作品を展示

～ 1/31
600 円

藤澤浮世絵館
☎0466･33･0111

相模を描いた浮世
絵と狂歌摺物

相模地域の地域文化と関
わりのある作品を展示

～ 12/13
無料

藤沢市アートスペース
☎0466･30･1816

core of bells/ 
 WEEKENDウェークエンド

藤沢出身のバンド、コア
オブベルズの長編映像

～12/20
無料

横須賀美術館
☎046･845･1211

倉重光則＋天野純治展
ミニマリズムのゆくえ

三浦、葉山在住の二人
の新作を中心に展示

～12/25
1000 円

茅ヶ崎市美術館
☎0467･88･1177

桑久保徹　A Calendar for 
Painters without Time Sense

美の巨匠をオマージュしたカ
レンダーシリーズと関連作品

12/12 ～ 2/7
600 円

神奈川近代文学館
☎045･622･6666

生誕 100 年
金達寿展

日本人と朝鮮人の相互理解を
希求した生涯と作品を紹介

12/12 ～ 3/14
260 円

大佛次郎記念館
☎045･622･5002

大佛次郎の住まいを
めぐるヒストリー 

作品と横浜･鎌倉の
つながりを紹介

～ 12/25
200 円

横浜美術館
☎045･221･0300

トライアローグ ピカソ、ダリ、ウォーホルなど
20世紀西洋美術コレクション

～2/28
1500 円

県立歴史博物館
☎045･201･0926

かながわの正月－よい
年になりますように－

正月にまつわる民族資
料、日記、映像など

12/12 ～ 1/24
700 円

そごう美術館
☎045･465･5515

ミレーから印象
派への流れ

12/６まで吉村芳
生展（1100 円）

12/19 ～ 1/24
1300 円

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、急きょ中止・延期になる場合があります。
　開館状況については、各施設にお問い合わせください。

美術館・文学館めぐり


